
参考様式B5（自己評価等関係）

～ 2024年　10月　31日

（対象者数） 38 （回答者数） 27

～ 2024年　12月　31日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も活動が固定化されないようにしていきます。ま
た、子ども一人ひとりに合わせた伝え方や支援の充実
を行っていきます。

2
今後も送迎時には申し送りを丁寧に行い、伝えきれな
かった部分に関しては電話等で伝えていくことで共通理
解を深めていきたいと思います。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後も送迎時等保護者の方と話し合いをしていきながら良い方法
7がないか考えていきます。公園等に行った際には、地域の子ども
と一緒に遊ぶ機会もあります。こういった機会を大切にしていき、
地域連携・交流の場に繋げていきたいと思います。

2
今後も職員間で危険個所など把握していき必要に応じ設備の追
加を行っていきます。

3 開催方法等検討していき、交流の場が持てるようにしていきます。

○事業所名 絆　津教室

○保護者評価実施期間 2024年　9月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　1月　10日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

父母会の活動等の保護者交流についての課題
以前には開催していたのですが、現在は感染症予防の観点から行
う事が出来ていません。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域連携・児童クラブ等の交流についての課題
必要としていないご家庭もある中でどういった形で行うことがよい
のか日ごろから職員間で検討していますが、良い案が出てこない
のが現状です。

事業所設備の課題 スロープなどはあるのですが、十分でない箇所もある状況です。

子どもが楽しく通える事業所
活動内容が固定的にならないようにしています。まま
た、学校休業日には、野外活動やお菓子作り等楽しみ
ながら参加できる企画を考えています。

それぞれの子どもへの共通理解
必ず支援者が送迎にいき、その日や様子や成長してい
る姿を伝えるようにしています。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表
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